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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

５ 申命記 ３４ ローマ ５ ヘブル１１:８ ～１０
６ ヨシュア記１ ６ 地 ヘブル１１:３２～４０
７ ２ ７ 上 ヨシュア２４:１～１３
８ ３ ８ の 詩篇 １２２:１～１９
９ ４ ９ 旅 申命記 ２:１ ～７
10 ５ １０ 人 ピリピ ３:８ ～１６
11 ６ １１ ピリピ ３:１７～２１
12 ７ １２ マタイ２０:１ ～１６

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日 無し
① 来年11月に創立40年を迎える姫路あけぼの教会に祝福を。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 増田真砂姉の霊肉の健康と歩みの上に祝福を。
④ 籠原キリスト教会（川島 諭師、丸山 豊師）の上に祝福を。

１ 本日の主日礼拝に仲森文穏先生をお迎えして、幸いなメ
ッセージをとりついて戴き感謝します。尚、本日礼拝後に
廣田牧師透析40年の感謝愛餐会を行います。ご出席下さい。

２ 信徒伝道週間・証しと賛美の礼拝 19日(日)午前10時。
久しぶりに行います。今から心準備をしましょう。

３ 新会堂建築献金 続いて祈り捧げましょう！
牧会短針 本日より「再臨の主」を仰ぐ主日礼拝を守ります
(10月～12月)。私たちの主イエス・キリストは「救い主」「潔
め主」「癒やし主」「再臨の主」であります。主イエス・キリ
ストは約２千年前に受肉降臨され、十字架の死と復活により
贖いのみ業を完成された後、昇天され、10日後に地上に聖霊
を注がれたのです。そして今、ご自身は神様の右に座してお
られるのです。しかし、このお方はやがての日にもう一度来
臨され、究極的な救いを成就して下さるのです。その約束に
ある私たちはどのような状況にあっても、生かされている限
り、「ア－メン、主イエスよ、来て下さい」と、その日を待
ち望みつつ、祈りと信仰をもって馳せ場を走り、証し人とし
ての使命を果たさせて戴きましょう。

◎教会歴によれば、本日は世界聖餐日です。聖餐式に与る
ことは「主イエス・キリストが私たちのためにご自分のいの
ちを捨てて下さった」ことを感謝し、「そのことによって私
たちは愛がわかった」と喜び、「私たちも兄弟のためにいの
ちを捨てるべきです」との決意を新たにする時なのです(ヨ
ハネの手紙第一3:16)。世界中の教会がこの決意をもって共
にこの日を守るところに大きな意義があり、それに加わる私
たちにも感謝があるのです｡ 今週の牧師の予定 8日 朝祷会

◎先週の報告 礼拝8名、交わりの時7名、子ども教会1+5名,
地区信徒交流部中ブロック集会6名、「ナルドの集い」7+2名

- 4 -

◎今週の御言葉 「共に育つ場としての教会｣(エペソ人への
手紙４章７節～16節) 「キリストによって、からだ全体は、
一つ一つの部分がその力量にふさわしく働く力により、また、
備えられたあらゆる結び目によって、しっかりと組み合わさ
れ、結び合わされ、成長して、愛のうちに建てられるのです」
(4:16) 仲森文穏

○パウロは、教会はキリストの体であり、私たちはそれに
組み合わされていると言いました。

私たちは職業も違えば、年令も違います。若い方がいれば
活気が出ますし、熟年の方がいれば重みが出ます。壮年の方
がいれば頼もしく、気のいいご婦人がいれば楽しいです。子
どもたちが集えば、教会に未来を感じます。一人一人がキリ
ストと結ばれ、しかも一致して歩めるのが、教会のすばらし
い所です。

エペソの教会では、様々な役職の人が立てられました。働
き人が多いと教会も働きが多岐にわたり、成長も大きいでし
ょう。しかし、日本の教会では、牧師が一人というのが普通
です。一人あるいはご夫妻で礼拝や集会の準備、印刷物はも
ちろん掃除まで、疲れも見せず働き、悩み相談や訪問、お見
舞いなど時間を割くのを惜しみません。そんな牧師ご夫妻に
報いるため、夏と冬に１週間ずつ休暇をあげてくださいね。

○さて、今日は礼拝後に、廣田先生の人工透析４０年の感
謝会が開かれます。開拓伝道を志された時、あと１０年の命
をささげたいと仰っていましたが、何と４０年も守られまし
た。神様のお恵みであり、また人工透析の効能ですね。それ
を感謝して、今日の会を持たれるのですが、とても良いこと
ですね。なぜなら、この感謝の時が節目になり、新たな思い
で今日から出発されるからです。

また、来年は宣教開始４０年を迎えます。どんな行事をす
るべきか、みんなで考えを出し合おうとされていますが、ど
んな案が出てくるか楽しみです。また今後の祈りの課題は、
新来者が教会に来てくださることでしょうね。一人が一人を
お連れすれば２倍になりますが、それは机上の計算のこと。
そう簡単ではありません。でも、いつも言うことですが、伝
道は神様のみ業です。時が来れば神様が人々を必ずお送りく
ださいます。私たちが今すべきことは、その時が来るよう心
を日々新たにし、前に身体を伸ばして、祈り続けることです。
愛と赦しの心を学び、共に育つ場である教会に今後も集い、
感謝を以て恵みの分かち合いをして参りましょう。


